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【
徳
之
島
】
食
環
境

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

・
食
総
合

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
金
丸
弘

美
氏
著

『ゆ
ら
し
い
島
の
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
』
（学
習
研
究

社
）
を
基
に
し
た

「
ス
ロ
ー

な
生
活
と
食
を
訪
ね
る
　
３

日
間
　
徳
之
島
」
の
旅

一
行

が
２４
月
か
ら
来
島
。
島
の
歴

史
文
化
と
人
情
に
浸
り
つ

つ
、
バ
レ
イ
シ
ョ
や
コ
ー

ヒ
ー
の
収
穫
体
験
、
新
鮮
食

材
を
調
理
し
て
の
島
料
理
試

食
会
な
ど
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
島
の
生
活
を
満
喫
し
て
い

る
。ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
を
実
践
す

る
た
め
東
京
か
ら
徳
之
島
に

一
家
で
引
っ
越
し
て
知
っ
た

「本
物
の
贅
沢
」。
取
材
や
食

の
ワ
ー
ク
シ
ヨ
ッ
プ
で
全
国

を
駆
け
巡
る
金
丸
氏
が
鋭
い

観
察
眼
で
同
島
の
魅
力
を

綴
っ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

エ
ッ
セ
イ
。
同
著
を
基
に
東

京
の
富
士
国
際
旅
行
社
が
ツ

ア
ー
を
初
企
画
、
関
東
地
区

の
５０
代
後
半
１
７０
歳
の
男
女

・６
人
が
参
加
。
島
で
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
案
内
役
は

金
丸
氏
の
妻
早
苗
さ
ん
が
務

め
た
。

初
日
は
、
伊
仙
町
東
公
民

館

（面
縄
）
で
新
鮮
な
海
の

幸
の
鍋
料
理
と
芭
蕉
葉
で
く

る
ん
だ
オ
ニ
ギ
リ
で
昼
食

後
、
面
縄
貝
塚
遺
跡
と
町
歴

史
民
俗
資
料
館
の
見
学
、
旬

の
タ
ン
カ
ン
狩
り
も
満
喫
。

２５
日
は
、
面
縄
の
義
山
良

一

さ
ん
有
機
栽
培
農
園
で
ゴ
ー

ヤ

（
ニ
ガ
ウ
リ
）
、
セ
ロ

リ
、
ト
マ
ト
の
一
部
を
試
食

後
、
地
元
農
家
ば
り
の
熱
心

さ
で

「
赤
土
新
ば
れ
い

し
ょ
。
春

一
番
」
の
収
穫
と

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
植
え
付

け
作
業
に
挑
戦
。
バ
レ
イ

シ
ョ
や
ニ
ガ
ウ
リ
、
カ
ボ

チ
ャ
な
ど
を
素
材
に
し
た
手

作
り
島
料
理
で
昼
食
後
は
、

面
縄
の
吉
玉
誠

一
さ
ん
の

馨 ri

l ζ]       |`111

遺跡見学や農作業体験
薙「スローな生活」の16人

(】は 、γ仙肝場
を楽しむ「スローな生活と食を楽しむ徳之島」の旅―行

コ
ー
ヒ
ー
園
で
豆
の
収
穫
や

せ
ん
定
作
業
、
コ
ー
ヒ
ー
試

飲
会
も
楽
し
ん
だ
。

一
行
に
は
、
ツ
ア
ー
の
募

集
Ｐ
Ｒ
に
も
協
力
し
た
月
刊

誌

「心
と
体
と
社
会
の
健
康

を
高
め
る
食
生
活

『食
べ
も

の
通
信
Ｌ

（家
庭
栄
養
研
究

会
）
の
柏
木
静
江
さ
ん
ら
編

集
委
員
５
人
の
姿
も
。
参
加

者
た
ち
に
つ
い
て

「単
な
る

観
光
旅
行
に
飽
き
足
ら
ず
、

地
域
の
人
々
と
の
出
会
い
や

文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
、
そ
し

て
食
へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
っ

た
人
た
ち
が
中
心
」
。

一
般
参
加
の
１
人
で
、
大

手
総
合
商
社
の
米
国
支
社
に

勤
務
し
年
間
約
４
０
０
万

ント

の
食
料
輸
入
に
携
わ
っ
た
と

い
う
山
田
雅
行
さ
ん
（５９
）
＝

東
京
都
＝
は

「東
京
と
は
環

境
が
全
く
違
う
。

初
孫
に
も

こ
う
い
う
所
で
育
っ
た
食
べ

物
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い

と
思
っ
た
」
。
旅
行
社
の
添

乗
員
男
性
も

「食
品
偽
装
の

問
題
な
ど
も
あ
り
、
こ
の
種

の
旅
行
ニ
ー
ズ
は

一
層
高
ま

る
だ
ろ
う
」
と
話
し
て
い
た
。


